
家庭向け

「東日本大震災と福島第一原子力発電所の事故を振り返り３.１１に学ぼう」

について

福島県教育委員会

福島県教育委員会では、毎年３月１１日を

機会に、各学校において防災教育や放射線教

育の授業等を積極的に行うことを勧めている

ところです。

そこで、東日本大震災やそれに伴う福島第

一原子力発電所の事故（以下、原発事故）に

ついて、自他の命を守るために当時の状況等

を学び、災害について考え続けていく児童生

徒に育ってほしいという願いから、「東日本大

震災と福島第一原子力発電所の事故を振り返

り３.１１に学ぼう」（以下、「３.１１に学ぼ

う」）を作成しました。

各学校で学んでいる防災教育や放射線教育

の取組の例をいくつか紹介いたしますので、

御家庭でも、この機会に防災について改めて

話題にしてみてください。

【学校での取組の例】

〇 「３.１１に学ぼう」の災害当時、自分は何歳で、どこで何をしていたのだろうか。

〇 巨大地震や大津波の規模は、どのくらいだったのだろうか。

〇 自分の学校や地域に、地割れや倒壊、津波等の被害はあったのだろうか。

〇 「３.１１に学ぼう」に載っている原発事故はどのようにして起きたのだろうか。

〇 放射性物質、放射線、放射線量は、どう違うのだろうか。

〇 モニタリングポストはなぜあるのだろうか。

〇 放射線について、科学的に説明できるだろうか。

〇 災害の種類で、避難の仕方は変わるのだろうか。

〇 地域のハザードマップには、どのようなものがあるのだろうか。

〇 日頃の備えは、十分だろうか。

〇 避難所で助け合うために、何が必要だろうか。


